
公開シンポジウム 

「食料とエネルギーに関わる水問題」の開催について 

 

１．主    催 日本学術会議農学基礎委員会水問題分科会、 

東京大学大学院農学生命科学研究科 

２．後援（予定） 前田建設工業株式会社、株式会社熊谷組 

３．日    時 平成１９年１０月２９日（月）１３：３０～１７：３０ 

４．場    所 東京大学弥生講堂 

５．次    第 

 

開催趣旨 

 私達が住むモンスーン・アジアは、人口増大と経済発展が目覚しい地域である。それら

は輝かしい未来への無限の可能性を持つと同時に、食料とエネルギーという、これからの

アジアにとって不可欠な要素の競合、そしてそれに伴う水問題を招く可能性も秘めている。

また人口圧と経済発展は、全地球が直面している地球温暖化を進行させる原因のひとつと

もなりえる。食料やバイオ燃料となる農産物を生産する農業は、これらの諸問題に大きく

貢献する可能性を秘めている。 

 「農業」というアジア・モンスーン共通の視点から、私達が今なしうべきことは何かを

具体的に考え提言していくことが、本シンポジウムの開催趣旨である。 

 

開会の辞：宮﨑  毅（東京大学大学院農学生命科学研究科教授、 

日本学術会議連携会員、日本学術会議水問題分科会委員長） 
挨  拶：未   定（前田建設工業株式会社） 

挨  拶：大田  弘（株式会社熊谷組社長） 

挨  拶：生源寺眞一（東京大学大学院農学生命科学研究科教授、研究科長 

               日本学術会議連携会員、日本学術会議水問題分科会委員） 
 

Ⅰ 講     演（13：50～15：10） 

 

1) 太田 信介（独立行政法人水資源機構副理事長） 

 

2）中嶋 康博（東京大学大学院農学生命科学研究科准教授） 

 

－休憩－ 

 

Ⅱ パネルディシカッション（15：30～17：30） 
岩元 睦夫（社団法人農林水産先端技術産業振興センター理事長、 

日本学術会議連携会員、日本学術会議水問題分科会委員） 
   横山 伸也（東京大学大学院農学生命科学研究科教授、日本学術会議連携会員） 
   小林  久（茨城大学農学部准教授） 
   倉阪 秀史（千葉大学法経学部准教授） 

太田 信介（独立行政法人水資源機構副理事長） 
   中嶋 康博（東京大学大学院農学生命科学研究科准教授） 

宮﨑  毅（東京大学大学院農学生命科学研究科教授、 

日本学術会議連携会員、日本学術会議水問題分科会委員長） 

 




